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記録に残っている大噴火

東側から軽石と火山灰がふき出し、
溶岩が流れ出ました。

北東側と南西側から軽石と火山灰がふき出し、
溶岩が流れ出ました。

北東側と南側から軽石と火山灰がふき出し、
溶岩が流れ出ました。
海底噴火により津波がおきました。

西側と東側から軽石と火山灰がふき出し、
溶岩が流れ出て、
大隅半島と陸続きになりました。
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山頂火口から噴火し、火山灰や噴石をふき出す。

山の途中に複数の火口を作って大量の軽石や火山灰を
ふき出し、最後には溶岩が流れ出る。
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